
隊員と家族をつなぐ 自衛隊家族会 防衛情報紙 お や ば と 毎月１回15日発行 令和７年（２０２５年） ７月１５日 第５３５号 ８

つなぐ

隊員と 家族会
家族を

令
和
６
年
12
月
20
日
に
発
表
さ

れ
た
「
自
衛
官
の
処
遇
・
生
活
環

境
の
改
善
及
び
新
た
な
生
涯
設
計

の
確
立
に
関
す
る
基
本
方
針
」
。

第
４
回
は
、
新
た
な
生
涯
設
計
の

確
立
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

若
年
定
年
制
に
お
け
る

将
来
不
安
の
払
し
ょ
く

基
本
方
針
で
は
「
若
年
定
年
制

で
多
く
の
自
衛
官
が
56
歳
で
退
職

す
る
中
、
再
就
職
や
再
就
職
後
の

再
就
職
・
収
入
に
不
安
を
感
じ
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
自

衛
官
の
確
保
に
と
っ
て
も
重
要
な

課
題
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
際
「
一
般
職
の
公
務
員
の

定
年
を
65
歳
に
引
き
上
げ
る
に
あ

た
り
、
民
間
の
給
与
水
準
を
踏
ま

え
、
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
給
与

水
準
は
、
60
歳
時
の
約
７
割
の
水

準
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

自
衛
官
の
所
得
水
準
は
、
一
般
に
、

若
年
定
年
後
に
退
職
時
の
７
割
強

に
低
下
し
、
60
歳
時
点
で
更
に
そ

の
７
割
に
低
下
す
る
構
造
に
な
っ

て
い
る
」
と
し
て
「
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
一
般
職
の
国
家
公

務
員
よ
り
も
若
年
で
退
職
す
る
自

衛
官
の
退
職
後
の
収
入
を
確
保
し
、

引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

ま
た
、
現
在
、
退
職
自
衛
官
が

再
々
就
職
す
る
場
合
に
は
国
の
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
現
状
に
あ
る
。

自
衛
官
が
安
ん
じ
て
国
防
の
任
務

に
精
励
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
生
涯
設

計
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

①
自
衛
官
と
し
て
の
知
識
・
技
能
・

経
験
を
活
か
し
た
再
就
職
先
の
拡

充
等具

体
的
に
は
「
退
職
す
る
自
衛

官
が
自
衛
隊
で
培
っ
た
知
識
・
技

能
・
経
験
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
え
る
。
具
体
的
に
は
、

退
職
す
る
自
衛
官
の
よ
り
円
滑
な

再
就
職
や
再
就
職
賃
金
の
充
実
な

ど
を
実
現
す
べ
く
、
関
係
省
庁
と

防
衛
省
が
連
携
し
て
幅
広
い
業
界

や
経
済
団
体
に
対
し
退
職
自
衛
官

の
活
用
等
に
つ
い
て
の
働
き
か
け

を
行
い
、
再
就
職
先
の
拡
充
を
図

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
・

技
能
・
経
験
を
活
か
し
た
人
材
の

有
効
活
用
や
自
衛
官
の
生
涯
設
計

の
観
点
か
ら
、
健
康
寿
命
の
延
伸

と
精
強
性
の
確
保
の
均
衡
に
考
慮

し
つ
つ
、
一
般
隊

員
の
定
年
を
令
和

10
年
度
以
降
２
歳

程
度
引
き
上
げ
る

こ
と
を
念
頭
に
詳

細
な
検
討
を
行
う
。

ま
た
、
一
部
の
職
域
に
適
用
さ
れ

て
い
る
60
歳
定
年
に
つ
い
て
は
、

宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
、
医
療
関
係
な

ど
の
分
野
の
う
ち
体
力
依
存
度
が

低
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
も
拡

大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
れ
ら
の
具

体
的
な
引
上

げ
幅
や
対
象

等
に
つ
い
て

令
和
７
年
夏

頃
を
目
途
に

決
定
す
る
。

ま
た
、
自
衛

官
の
再
任
用

の
対
象
を
定

年
退
職
後
に

自
衛
官
と
し

て
の
勤
務
か

ら
一
旦
離
れ

た
者
に
も
拡

大
す
る
な
ど
、

定
年
後
再
任

用
者
の
確
保

の
た
め
の
施

策
を
推
進
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

②
若
年
定
年
退
職
後
の
国
か
ら
の

給
付
水
準
の
在
り
方

「
こ
れ
ま
で
以
上
の
充
実
し
た

生
涯
設
計
を
確
立
し
、
自
衛
官
の

若
年
定
年
退
職
後
も
安
ん
じ
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
部
外
の
専
門
家

の
意
見
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
度

か
ら
施
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
の
給
付

水
準
の
引
上
げ
を
検
討
す
る
。
そ

の
際
、
施
行
前
後
で
大
き
な
不
公

平
感
が
生
じ
な
い
よ
う
留
意
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

退
職
自
衛
官
の

部
外
力
と
し
て
の
活
用

基
本
方
針
で
は
、
退
職
自
衛
官

の
部
外
力
と
し
て
の
活
用
に
つ
い

て
も
記
載
さ
れ
「
我
が
国
の
人
口

減
少
が
継
続
し
、
深
刻
な
人
手
不

足
社
会
の
到
来
が
現
実
の
も
の
と

な
り
、
所
要
の
数
の
自
衛
官
の
確

保
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
中
、
新
た
な
戦
い
方
の
た
め

の
要
員
の
所
要
に
対
応
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
自
衛
官
の
担
う
べ
き

業
務
の
整
理
を
引
き
続
き
検
討
す

る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
で
知
識
・

技
能
・
経
験
を
培
っ
た
退
職
自
衛

官
を
中
心
と
す
る
法
人
や
団
体
へ

の
業
務
の
委
託
な
ど
を
含
め
た
、

部
外
力
と
し
て
の
退
職
自
衛
官
の

活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

空
幕
人
事
教
育
計
画
課
長

（
唯
野
昌
孝
１
等
空
佐
）
に
お
聞

た

だ

の

ま

さ

た

か

き
し
ま
し
た
。

⒝
⒝
空
自
の
観
点
か
ら
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

新
た
な
生
涯
設
計
の
確
立
に
つ

き
ま
し
て
、
い
か
に
第
２
の
人
生

を
不
安
な
く
過
ご
せ
る
の
か
、
ひ

い
て
は
現
役
自
衛
官
時
代
に
退
職

後
の
憂
い
な
く
任
務
に
専
念
で
き

る
か
と
い
う
観
点
で
さ
ま
ざ
ま
な

検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
、

多
く
の
企
業
で
定
年
が
引
き
上
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
多
く
が
60

歳
以
前
に
定
年
を
迎
え
る
自
衛
官

は
、
民
間
企
業
に
お
い
て
も
ま
だ

ま
だ
活
躍
が
期
待
で
き
ま
す
。

そ
の
際
、
長
年
自
衛
隊
で
培
っ

た
知
識
、
技
能
、
経
験
は
再
就
職

先
で
も
十
分
に
活
か
す
こ
と
が
で

き
、
企
業
に
と
っ
て
も
個
人
に
と

っ
て
もW

i
n
-
W
i
n

の
関
係

と
な
る
と
と
も
に
、
予
備
自
衛
官

と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

有
事
の
即
戦
力
と
し
て
も
期
待
で

き
ま
す
。

加
え
て
、
若
年
定
年
退
職
者
給

付
金
も
見
直
さ
れ
る
こ
と
で
退
職

後
の
安
定
し
た
生
活
に
つ
な
が
る

こ
と
は
、
自
衛
官
と
し
て
定
年
ま

で
職
務
を
全
う
す
る
大
き
な
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
入
隊

か
ら
退
職
後
ま
で
安
心
し
て
働
け

る
自
衛
隊
に
向
け
て
、
本
基
本
方

針
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

自
衛
官
の
人
的
基
盤
強
化
∼

い
た
だ
き
、
家
族
会
へ
の
理
解

と
支
援
の
輪
が
広
が
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

第
２
部
の
記
念
式
で
は
、
国

歌
斉
唱
に
続
き
、
殉
職
隊
員
お

よ
び
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
、
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

長
谷
川
衆
議
院
議
員
、
愛
媛
県

知
事
代
理
、
東
温
市
長
よ
り
温

か
い
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

続
く
第
３
部
の
防
衛
講
話
で

は
、
防
衛
省
海
上
幕
僚
副
長
・

八
木
浩
二
海
将
を
講
師
に
お
迎

え
し
「
海
上
自
衛
隊
の
現
状
と

方
向
性
」
と
題
す
る
講
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
八
木
氏
は
愛
媛

県
出
身
で
あ
り
、
講
話
で
は
地

元
の
偉
人
・
秋
山
好
古
・
真
之

兄
弟
の
話
を
交
え
な
が
ら
、
平

易
で
臨
場
感
あ
る
語
り
口
で
聴

衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

最
後
の
第
４
部
・
意
見
交
換

会
で
は
、
山
本
参
議
院
議
員
、

防
衛
議
員
連
盟
会
長
、
松
山
市

議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
真
部
愛
媛
地
方
協
力
本
部

長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
懇
談
が

ス
タ
ー
ト
。
締
め
は
玉
井
陸
自

松
山
駐
屯
地
司
令
に
よ
る
ご
あ

い
さ
つ
で
、
和
や
か
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
開
催
に
あ
た
り
、

防
衛
省
海
上
幕
僚
監
部
お
よ
び

愛
媛
地
方
協
力
本
部
の
皆
さ
ま

か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
も
私
た
ち
愛
媛
県
自
衛

隊
家
族
会
は
、
自
衛
隊
員
の
最

も
身
近
な
存
在
と
し
て
誇
り
を

持
ち
、
力
を
合
わ
せ
て
支
援
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
愛
媛
県
自
衛
隊
家
族
会

事
務
局
長

越
智

泰
司
）

は
じ
め
に

私
は
、
前
会
長
の
突
然
の
逝
去
に
よ

り
、
何
の
引
き
継
ぎ
も
な
い
ま
ま
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

就
任
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
た
だ

中
で
、
各
種
行
事
は
中
止
ま
た
は
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
自
衛
隊
経
験
の
な

い
私
に
と
っ
て
は
、
手
探
り
の
状
態
が

続
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
最
近
に
な
っ

て
通
常
の
活
動
が
再
開
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
「
家
族
会
会
長
奮
戦
」
と
は
程

遠
い
現
状
で
す
。

山
口
県
の
紹
介

山
口
県
は
本
州
の
西
端
に
位
置
し
、

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
県

で
す
。
瀬
戸
内
海
、
日
本
海
、
関
門
海

峡
に
面
し
、
美
し
い
海
岸
線
と
豊
か
な

漁
業
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

観
光
地
と
し
て
は
、
幕
末
の
志
士
た

ち
が
学
ん
だ
松
下
村
塾
、
日
本
三
名
橋

の
一
つ
で
あ
る
錦
帯
橋
、
日
本
最
大
級

の
カ
ル
ス
ト
台
地
・
秋
吉
台
な
ど
が
有

名
で
す
。

ま
た
、
山
口
県
は
こ
れ
ま
で
に
８
人

の
内
閣
総
理
大
臣
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
幕
末
に
長
州
藩
が
果
た
し
た

役
割
や
、
明
治
維
新
を
支
え
た
人
材
が

そ
の
後
も
日
本
の
政
治
に
関
わ
り
続
け

た
と
い
う
歴
史
的
背
景
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

山
口
県
の
自
衛
隊
の
状
況

山
口
県
に
は
、
陸
・
海
・
空
す
べ
て

の
自
衛
隊
が
所
在
し
て
お
り
、
こ
れ
は

全
国
で
も
数
少
な
い
特
徴
の
一
つ
で
す
。

●

陸
上
自
衛
隊
・
山
口
駐
屯
地
（
山
口

市
）第

17
普
通
科
連
隊
な
ど
が
駐
屯
し
、

地
域
防
衛
や
災
害
対
応
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

●

航
空
自
衛
隊
・
防
府
北
基
地
（
防
府

市
）主

に
教
育
航
空
隊
を
中
心
に
、
操
縦

士
訓
練
な
ど
の
教
育
機
能
を
担
っ
て
い

ま
す
。

●

海
上
自
衛
隊
・
岩
国
航
空
基
地
（
岩

国
市
）

航
空
部
隊
が
所
在
し
、
救
難
飛
行
艇

の
運
用
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
県
内
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
、

航
空
自
衛
隊
・
防
府
南
基
地
、
見
島
分

屯
基
地
、
海
上
自
衛
隊
・
小
月
航
空
基

地
、
下
関
基
地
隊
、
陸
上
自
衛
隊
防
府

分
屯
地
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
県
自
衛
隊
家
族
会
が
連
携
・
協
定
を

結
ん
で
い
る
主
要
な
３
つ
の
基
地
・
駐

屯
地
を
中
心
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

県
自
衛
隊
家
族
会
で
は
、
前
述
の
３

基
地
・
駐
屯
地
と
「
隊
員
家
族
の
支
援

に
関
す
る
協
力
協
定
書
」
を
締
結
し
、

「
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
」
の
精
神
で

施
策
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
入
隊
式
・
入
校
式
・
修
了
式
・

卒
業
式
・
記
念
行
事
・
賀
詞
交
換
会
・

観
桜
会
・
音
楽
祭
な
ど
、
年
間
20
件
以

上
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
も
出
席
し
て

い
ま
す
。

中
で
も
特
に
意
義
深
い
の
が
「
自
衛

隊
入
隊
・
入
校
予
定
者
激
励
会
」
で
す
。

予
定
者
の
紹
介
の
際
に
は
、
県
知
事
が

一
人
一
人
と
握
手
を
交
わ
し
、
激
励
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
れ
は
予
定
者
に

と
っ
て
非
常
に
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、

士
気
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

式
典
後
の
懇
談
会
で
「
な
ぜ
自
衛
隊

を
志
望
し
た
の
か
」
と
尋
ね
る
と
、
多

く
の
若
者
が
「
災
害
派
遣
で
黙
々
と
人

命
救
助
に
あ
た
る
自
衛
隊
員
の
姿
を
見

て
感
動
し
た
」
「
被
災
者
が
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
て
い
る
映
像
を
見
て
、
自
分

も
そ
の
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
と
思

っ
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
明
確
な
目
的
意
識
を
も
っ

て
隊
員
と
な
る
若
者
た
ち
は
、
き
っ
と

立
派
な
自
衛
官
へ
と
成
長
し
て
く
れ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら
を
陰

か
ら
支
え
る
自
衛
隊
家
族
会
と
し
て
、

私
た
ち
の
責
任
と
役
割
の
重
さ
を
あ
ら

た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

絆
と
信
頼
を
紡
ぐ

山
口
県
自
衛
隊
家
族
会
の
歩
み
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府
中
市
自
衛
隊
家
族
会
（
若

菜
廣
会
長
）
は
、
航
空
自
衛
隊

府
中
基
地
と
府
中
市
民
の
架
け

橋
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

毎
年
の
定
期
総
会
は
、
府
中

基
地
司
令
お
よ
び
府
中
募
集
事

務
所
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
基
地

新
庁
舎
の
会
議
室
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
は
節
目
と
な
る
「
第
50

回
定
期
総
会
」
を
、
６
月
１
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
多
数
の
会

員
が
参
加
す
る
、
年
に
一
度
の

貴
重
な
機
会
と
し
て
、
新
会
員

の
自
己
紹
介
を
は
じ
め
、
定
例

議
案
の
審
議
、
活
発
な
意
見
交

換
、
情
報
共
有
、
改
善
課
題
の

確
認
な
ど
、
実
り
あ
る
総
会
と

な
り
ま
し
た
。

会
議
後
は
、
記
念
撮
影
や
空

自
関
係
慰
霊
碑
へ
の
参
拝
、
さ

ら
に
隊
員
食
堂
で
の
昼
食
会
を

実
施
。
特
に
新
会
員
の
方
々
か

ら
は
、
感
動
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

私
た
ち
は
「
部
隊
・
隊
員
支
援

活
動
」
「
家
族
支
援
協
力
活
動
」

「
募
集
支
援
協
力
活
動
」
な
ど

を
一
層
推
進
し
て
い
ま
す
。
支

援
対
象
と
な
る
家
族
の
方
々
も

入
会
さ
れ
、
総
会
や
日
常
の
交

流
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。

日
頃
の
会
員
と
の
つ
な
が
り

に
は
、
手
配
り
に
よ
る
「
お
や

ば
と
新
聞
」
の
配
布
を
活
用
。

高
齢
者
や
支
援
対
象
者
へ
の
声

か
け
を
大
切
に
し
て
お
り
、
現

在
は
市
内
を
５
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

府中市
（東京都）

第
50
回
定
期
総
会
を
盛
大
に
開
催

空
自
府
中
基
地
と
市
民
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て

け
、
５
人
体
制
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
市
外
・
県
外
の
会
員

に
は
郵
送
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
同
士
の
情
報
共

有
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
積

極
的
に
活
用
し
て
お
り
、
８
割

以
上
の
会
員
が
利
用
中
で
す
。

遠
方
の
会
員
と
の
円
滑
な
連
絡
、

迅
速
な
情
報
提
供
、
さ
ら
に
は

郵
送
費
削
減
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

現
在
の
山
下
府
中
基
地
司
令

は
、
前
職
が
「
石
川
地
方
協
力

本
部
長
」
で
あ
り
、
家
族
会
活

動
へ
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
っ
て
い
ま
す
。
基
地
主
催

の
音
楽
祭
は
、
会
員
に
と
っ
て

大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

今
後
も
、
関
係
各
所
や
会
員

の
ご
支
援
の
下
、
さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
し
て
日
々
ま
い
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
府
中
市
自
衛
隊
家
族
会

会
長

若
菜

廣
）

６
月
１
日
、
愛
媛
県
自
衛
隊

家
族
会
は
令
和
７
年
度
定
期
総

会
を
ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
松

山
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
１
部
の
総
会
で
は
、
森
川

会
長
よ
り
「
現
職
隊
員
の
家
族

へ
の
働
き
か
け
に
よ
る
会
員
拡

充
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
力
強

く
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
山
本
宇
和
島
地
域
協
議
会

長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
案
審

議
を
実
施
。
議
案
説
明
は
越
智

事
務
局
長
、
成
井
監
事
が
担
当

し
、
全
て
の
議
案
お
よ
び
報
告

府中基地内にて会議を開催

愛媛県

海
幕
副
長
の
防
衛
講
話
を
熱
心
に
傾
聴

県
自
衛
隊
家
族
会
が
定
期
総
会
を
開
催

▽
Ｇ
７
開
か
れ
る
も
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
途
中
帰
国
！

石
破
首
相
は
米
韓
大
統
領
と

会
談
、
緊
迫
の
イ
ラ
ン
情
勢

も
⒝
⒝
詳
し
く
は
１
面
で
！

▽
自
衛
隊
家
族
会
の
総
会
＆

表
彰
式
が
開
催
！

全
国
の

代
表
が
集
い
、
防
衛
省
と
の

協
力
体
制
強
化
に
も
言
及
。

和
や
か
な
意
見
交
換
会
の
様

子
も
。
増
田
家
族
会
会
長
は

「
50
周
年
へ
向
け
て
家
族
支

援
の
新
た
な
一
歩
」
と
題
し

て
、
省
統
一
協
定
の
意
義
や

記
念
事
業
へ
の
思
い
を
語
り

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
１
面
で
！

▽
３
面
「
論
壇
」
に
髙
田
理

事
が
防
衛
官
（
仮
称
）
創
設

や
定
年
後
の
国
家
的
雇
用
な

ど
本
質
的
処
遇
改
善
を
提
起
。

は
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
来
賓
に
も
ご
出
席講話する海上幕僚副長・八木浩二海将

６
月
７
日
、
神
奈
川
県
自
衛

隊
家
族
会
（
中
條
祐
介
会
長
）

は
、
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
に

て
令
和
７
年
度
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
各
地
区

会
長
お
よ
び
会
員
、
総
勢
約
50

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
冒
頭
で
は
、
５
月
14
日

に
発
生
し
た
Ｔ
⒝
４
練
習
機
の

墜
落
事
故
で
殉
職
さ
れ
た
隊
員

に
対
し
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。
国
歌
斉
唱
、
会
長
あ

い
さ
つ
の
後
、
各
議
案
は
円
滑

に
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
で
は
海
老
名
・

綾
瀬
地
区
会
と
厚
木
愛
甲
地
区

会
を
統
合
・
再
編
し
「
県
央
地

区
会
」
を
新
設
す
る
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

統
合
の
背
景
に
は
、
後
継
者

不
在
に
よ
る
運
営
困
難
と
い
う

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
中
條
会

長
は
「
こ
の
問
題
を
未
然
に
防

げ
な
か
っ
た
の
は
私
の
責
任
で

も
あ
る
が
、
今
後
も
同
様
の
課

題
が
起
こ
り
う
る
」
と
述
べ
、

各
地
区
会
長
に
対
し
後
継
者
の

育
成
に
も
十
分
な
配
慮
を
お
願

い
し
た
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
に
は
、
陸
上
自

衛
隊
武
山
駐
屯
地
よ
り
厚
生
班

長
を
招
き
、
家
族
支
援
協
力
に

関
す
る
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
表
彰
式
で
は
、
受

賞
者
の
誇
ら
し
げ
な
表
情
が
印

象
的
で
し
た
。

続
く
第
２
部
で
は
隊
友
会
・

郷
友
会
と
の
共
催
に
よ
る
防
衛

講
演
会
を
実
施
。
元
海
上
幕
僚

長
・
自
衛
隊
家
族
会
理
事
山
村

浩
氏
を
講
師
に
迎
え
「
海
上
防

衛
力
の
役
割
と
海
自
の
活
動
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
山
村
氏
は
、
現
在
の
厳
し

い
安
全
保
障
環
境
の
中
で
、
平

和
を
い
か
に
維
持
し
て
い
く
か

に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
し
、

参
加
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

第
３
部
で
は
、
隊
友
会
・
郷

友
会
と
の
合
同
懇
親
会
を
開
催
。

横
須
賀
地
方
総
監
部
幕
僚
長
・

山
口
宜
久
海
将
補
を
は
じ
め
、

多
く
の
来
賓
が
出
席
さ
れ
、
団

体
を
越
え
た
交
流
が
今
後
の
協

力
体
制
の
強
化
に
つ
な
が
る
有

意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
神
奈
川
県
自
衛

隊
家
族
会
は
、
自
衛
隊
の
諸
活

動
を
積
極
的
に
協
力
し
、
隊
員

が
誇
り
を
持
っ
て
任
務
に
ま
い

進
で
き
る
よ
う
、
会
員
一
丸
と

な
っ
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
神
奈
川
県
自
衛
隊
家
族
会

会
長

中
條

祐
介
）

神奈川県

地
区
再
編
と
連
携
強
化
の
一
年
へ

会
長
、
会
員
約
50
人
が
総
定
期
会
に
参
加

５
月
24
日
、
東
京
都
自
衛
隊

家
族
会
（
森
山
尚
直
会
長
）
は

東
京
地
方
協
力
本
部
会
議
室
に

て
令
和
７
年
度
定
期
総
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
森
山
会

長
は
「
現
下
の
厳
し
く
複
雑
な

安
全
保
障
環
境
を
踏
ま
え
る
と
、

隊
員
の
家
族
を
主
体
と
し
て
活

動
す
る
自
衛
隊
家
族
会
は
『
隊

員
と
家
族
を
つ
な
ぐ
』
と
い
う

最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご

尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

各議案は円滑に審議・承認された

と
、
会
の
意
義
と
協
力
の
継
続

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

総
会
で
了
承
さ
れ
た
令
和
７

年
度
事
業
計
画
に
は
、
新
規
事

業
と
し
て
、
10
月
19
日
に
全
会

員
を
対
象
と
し
た
防
衛
講
話

（
勉
強
会
）
を
開
催
す
る
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
改
正
さ
れ
た
「
東
京

都
自
衛
隊
家
族
会
表
彰
及
び
感

謝
状
贈
呈
規
則
」
に
基
づ
き
、

永
年
会
員
へ
の
表
彰
制
度
も
本

年
度
よ
り
開
始
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
場
所
を
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
移
し
、

第
１
師
団
長
・
鳥
海
誠
司
陸
将

か
ら
「
変
化
す
る
安
全
保
障
環

境
と
自
衛
隊
」
の
ご
講
演
を
い

た
だ
き
、
実
経
験
に
基
づ
く
お

話
に
、
自
衛
隊
を
よ
り
深
く
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
同
ホ
テ
ル
に
て

来
賓
を
交
え
た
懇
親
会
を
開
催
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
関
係

者
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
総
会
お
よ
び
事
業

運
営
に
多
大
な
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
東
京
地
方
協
力
本
部
の

皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
東
京
都

自
衛
隊
家
族
会
は
「
隊
員
と
家

族
を
つ
な
ぐ
」
重
要
な
役
割
を

担
い
、
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
東
京
都
家
族
会

理
事

冨
樫

勝
行
）

第１師団長・鳥海誠司陸将による講演

東京都

隊
員
と
家
族
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う

新
事
業
と
新
表
彰
制
度
も
開
始

６
月
８
日
、
兵
庫
県
自
衛
隊

家
族
会
は
、
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ

ザ
六
甲
荘
に
て
、
定
期
総
会
・

記
念
講
話
・
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
80
人
を

超
え
る
参
加
者
が
集
い
、
盛
況

の
う
ち
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
期
総
会
で
は
、
高
木
会
長

が
議
長
を
務
め
、
令
和
６
年
度

の
事
業
報
告
、
収
支
報
告
、
会

則
の
改
正
、
役
員
改
選
が
滞
り

な
く
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
令
和
７
年
度
の
事
業

計
画
お
よ
び
予
算
計
画
も
可
決

さ
れ
、
今
後
の
活
動
方
針
が
固

ま
り
ま
し
た
。

総
会
に
続
い
て
、
陸
上
自
衛

隊
伊
丹
駐
屯
地
司
令
・
相
園
和

宏
陸
将
補
に
よ
る
記
念
講
話
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
演
題
は
「
南

ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活

動
回
顧
録
」
。
普
段
は
知
る
こ

と
が
難
し
い
海
外
派
遣
の
現
場

に
つ
い
て
、
実
体
験
に
基
づ
く

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
お
話
を
、
分

か
り
や
す
く
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
聴
講
者
一
同
、
深
い

感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、
相

園
陸
将
補
の
お
人
柄
に
も
触
れ

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、

相
園
陸
将
補
を
は
じ
め
、
県
内

の
多
く
の
現
役
自
衛
官
の
方
々

に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
防
衛
関
係
団
体
か
ら

は
兵
庫
県
隊
友
会
・
小
川
祥
一

会
長
、
国
防
を
考
え
る
会
・
高

橋
忠
義
会
長
と
小
山
み
ど
り
統

括
委
員
長
、
中
部
方
面
音
楽
隊

後
援
会
・
寺
田
英
四
郎
会
長
が

参
席
。
さ
ら
に
、
国
会
・
県
会
・

市
会
各
級
議
員
の
皆
さ
ま
に
も

多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
非
常

に
意
義
深
い
意
見
交
換
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

中
で
も
好
評
を
博
し
た
の
が
、

各
地
区
会
長
に
よ
る
２
分
間
ス

ピ
ー
チ
で
す
。
地
域
の
特
性
や

活
動
内
容
、
課
題
な
ど
が
コ
ン

パ
ク
ト
に
共
有
さ
れ
「
各
地
域

の
実
情
を
知
れ
て
良
か
っ
た
」

と
参
加
者
か
ら
高
い
評
価
を
得

ま
し
た
。

（
兵
庫
県
自
衛
隊
家
族
会

会
長

髙
木

清
志
）

兵庫県

現
場
の
声
と
つ
な
が
り
を
強
化

隊
員
支
援
と
地
域
交
流
を
深
め
た
充
実
の
総
会

相園和宏陸将補による記念講話


